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「うつくしま２１」 
計画期間：平成１３年度（２００１年度）～平成２２年度（２０１０年度） 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調和のとれた７つの生活圏づくりを進めます。［第３編 地域構想］ 
地域づくりの基本目標 一人ひとりの参加で個性を磨く、魅力あふれるふるさと「ふくしま」－

多極ネットワークの新たな展開－ 

 
 

地域別構想 相互連携による生活圏の展開戦略 広域連携 

福島県がめざす将来像はこのような姿です。［第１編 基本構想］ 
 

本県の特性 新しい世紀の時代認識 

 
 
・ 一人ひとりが大切にされ、いきいきと生活できる社会 

の形成 
 
 
・ 持続的発展が可能な地域社会の形成 

 

県づくりの理念 

２
１
世
紀
初
頭
の
主
要
課
題 

２１世紀の「ふくしま」のイメージ 

 人  多様で主体性を持った個性が躍動し、その能力を十分に発揮できる「ふ

くしま」 
くらし くらしの豊かさをより積極的に味わうことのできるゆとりある「ふくし

ま」 
産 業 新しい時代にふさわしい創造的で活力ある社会が展開する「ふくしま」 
環 境 自然と共生する地球にやさしい「ふくしま」 
地 域 一人ひとりの積極的な参加で地域の個性を磨く、魅力あふれるふるさと

「ふくしま」 
２０１０年の県民社会の姿 
 人口と経済の姿 

  総人口 ２０９万～２１４万人 
  一人当たり県民所得 ３３２～３４９万円 
県民のくらしを表す代表的な指標 

 ３１の指標を設定 

県はこのような施策に取り組みます。［第２編 基本計画］ 

基本施策体系 
『２１世紀の「ふくしま」のイメージ』に示された

「人」「くらし」「産業」「環境」を基本施策体系の柱

とし、その将来イメージの実現をそれぞれの柱の目

標としています。そして、「人」と「地域」を支える

ものとして補項目に位置付けた「基盤」を含めた５

つの柱に沿って、県の施策を総合的・体系的に示し

ています。 

いのち・人権・人格の尊重 

自然と共生する環

境負荷の少ない社

会の形成 

独自の歴史・文化・

個性を尊重した地

域づくりの推進 

県づくりの理念とは？ 

新しい世紀にふさわしい社

会システムの構築に向け、

県民・民間団体、市町村、

県が連携・協力しながら効

果的に県づくりを進めてい

くために共有する理念で

す。 

基
本
目
標 

地
球
時
代
に
は
ば
た
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会 

～
と
も
に
つ
く
る
美
し
い
ふ
く
し
ま
～ 

重点施策体系 
『県づくりの理念』が示す新しい世紀の価値観

（「いのち・人権・人格の尊重」や「自然との

共生」など）を基調とする社会の実現に向け、

県が重点的に取り組む施策を示しています。 

現 在 の 総 合 計 画 
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１ 計画策定の背景 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 新しい計画の基本的考え方 

 (1)計画期間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

○ 社会経済情勢の急激な変化

 

早急な対応が 

必要 

○ 新たな対応やさらなる対応が必要と考えられる主な課題 

 
 

○ 長期的な視点の必要性 

 

 

 

 

子どもたちが親世代となるまでの将来を展望したうえで、豊かな福島県づくりを進めて

いくことが必要。 

○ 柔軟な施策展開の必要性 

 

 
急激な社会経済情勢の変化に対しても、時機に応じて柔軟な施策展開を図ることが必要。 

【計画期間】 ３０年程度を展望した、計画期間５年の計画とする。 

・・・など 

・・・など 

 

 

 

現在の総合計画（うつくしま２１）の総点検の結果 

新しい福島県総合計画の検討状況 
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(2)計画の性格 

 

 

 

 

 

 

(3)計画の目指すべき方向性 

 

 

 

 

(4)計画の構成 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

新しい計画の性格は、 

① 県と県民がそれぞれの果たすべき役割を分担しながら、目指すべき本県の姿を実現す

るために共有する指針を示すものであるとともに、 

② 県がその役割のもとに実施する主要な施策を示すもの 

とする。 

 

時代潮流(時代認識) 

本県の特性(本県の魅力) 

新しい計画においては、次の点に留意する。 

① わかりやすさの重視、よりコンパクトな内容 

② 県が優先的に行う取り組みの明確化 

③ 県で策定している部門別計画や個別計画との役割分担 

新しい総合計画の全体構成イメージ 

地域別重点施策 

計 

画 

の 

推 

進 

方 

法 

新しい計画において目指すべき方向性としては、厳しい状況、時代潮流が見通される中に

あって、県民生活の安全・安心を守り、県民が将来に夢と希望を持てるような豊かな福島

県づくりを実現するためのものとしていく。 

 

事  務  事  業 

 
      重 点 施 策 

 

 
基本目標 

めざす将来像

基本方針 

政策分野別方針 
県が自らの役割

のもと実施 

県民を含めた 

県全体で共有 

部門別計画・個別計画 

福島県環境基本計画（うつくしま環境プラン２１）、福島県商工業振興基本計画

（うつくしま産業プラン２１）、うつくしま建設プラン２１、第５次福島県長期総

合教育計画（新世紀ふくしまの学び・2010）など。 

基本目標、基本方針、分野別方針実現のために実施 

また、計画の一環として重点施策も推進 
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(5) 政策課題への対応にあたっての視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 審議会及び部会でのこれまでの審議経過 

(1)10/20 総合計画審議会 

① 新しい総合計画の諮問 

  
 
 
 
② 総合計画策定検討部会の設置 

 

(2)第１回総合計画策定検討部会 

① 新しい総合計画の策定に向けた論点整理について審議（２．(2)～(5)） 

＜主な意見＞  

・行政と民間の役割分担を明示すべき、進行管理の視点を入れるべき 等 

② 本県の特性、時代の潮流、課題について審議 

＜主な意見＞  

・時代潮流から医療・福祉を課題として位置づけるべき、財政事情を時代潮流として示すべき、

世界・日本全体の動きに対応し、県としてメリハリのある政策を打ち出すべき 等 

・首都圏との近接性をどう捉えるか、本県の強みである農業をどうしていくか 等 

③ 県民の意見の聴取について審議（シンポジウム、地域懇談会、作文コンクール、アンケート等） 

 

(3)第２回総合計画策定検討部会 

① 将来展望について審議 

・ 第１回部会資料の「本県の特性、時代潮流、課題について」を修正、再構成した資料につい

て説明、審議（課題については今後検討予定）。 

② 将来像の考え方について審議 

・ シンポジウムで出された主な意見、高校生アンケート集計結果（速報）について、報告。 

・ 将来像を検討していくに当たって、時代潮流を踏まえながら本県の魅力を再認識し、そこか

ら導き出した「本県として大事にしていきたい考え方」、「県づくりに当たっての基本的な姿

勢」の案を提示し、審議。 

・ 将来像に関して、部会委員の抱いている思いについて意見交換。 

新しい計画における政策課題に対応していく上では、以下の点に留意する必要がある。 

① 県民、民間団体、市町村、県などさまざまな主体による県づくり 

② 限られた財源の効果的な活用 

③ 広域的な取り組みの推進 

④ 相互に関連する政策課題に対応した施策の構築、展開 

⑤ 計画の実効性を確保するための進行管理 

【諮問文】 子どもたちが親の世代となる将来においても夢や希望を持てるよう、長期的

展望に立ちつつ、急激な社会経済情勢の変化に対しても速やかに適切な対応ができる

ようにしたいので、福島県総合計画審議会条例（平成１４年福島県条例第９２号）第

１条の規定に基づき、新しい総合計画の策定について、貴審議会に諮問します。 
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全体構成イメージ及び部会での審議経過 
 

                               

  

Ⅰ ふくしまの将来展望   

 
１ 福島県の特性 

（事実や有識者意見等を中心に優れた点を中心に記載）  
本県の力を再確認：誇るべき、残すべき、伸ばすべき特性 

    
２ 将来展望 
（現況～将来推計、公的データ・見解をベースに客観的に記載） 
将来トレンドの把握：将来トレンド、垣間見える課題・可能性 

 
 

Ⅱ 基本目標   

 
１ 基本目標 
（大事にしていきたい考え方、県づくりにあたっての基本的な 

姿勢、基本目標） 
基本的な目標を県全体で共有：県づくりの基本的な姿勢、 
ワンフレーズ目標の提示 

 
２ めざす将来像 
 （１）○○○、（２）○○○、（３）○○○ 
めざす将来像を共有：実現をめざす各分野の将来イメージの提示 

 
 
 
 

Ⅲ 基本方針・政策分野別方針  

 

Ⅳ 計画の推進   

 

Ⅴ 重点施策  

 

県民と共有 

県民と共有 

県民と共有 

県民と共有 

県の役割のもと重点的に推進 

 
第１回 

部会 

県民と共有  

第
２
回
部
会 

 

今
後
の
課
題 

 

今
後
検
討 
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「めざす将来像」の展開イメージ 

 
  本県の魅力 

※ 本県の特性から本県の価値（魅力）と

なる要素を抽出する。 
 

○多様性 
○つながり 
○ゆとり 
○安全 
○資源 

時代認識 
※ 時代潮流を踏まえて今後の時代で求め

られる考え方を導き出す。 
○多様性の尊重 
○つなぐこと・支え合うことの重要性 
○世代を超えたつながりの必要性 
○新たなライフスタイルの広がり 
○大量生産型産業から独自性・付加価値の
高い産業の育成へ 

○環境や自然と向き合う産業育成の重要性
の増大 

県づくりにあたっての基本的な姿勢 
※ 県全体で共有する、基本目標の背後にある、本県としてこれから大事にしたい

考え方（姿勢）をまとめたもの 

【魅力の再認識・磨き上げ】  【多様性を生かした総合力の発揮】 

【自己実現可能な豊かな社会に向かってのチャレンジ】  

基本目標 
県全体で共有する基本目標 

※ 県づくりにあたっての基本的な姿勢をキャッチフレーズ的に示したもの 

めざす将来像 
※県づくりにあたっての基本的な姿勢、基本目標を受けて、県が政策的に実現を目指

したい分野ごとの将来を掲げる。 

※ 「いきいき」、「あんしん」、「つながり」などのキーワードを用いることや県政運営

の基本方針「活力」、「安全・安心」、「思いやり」を用いることが考えられる。 

「県づくりの基本方針」へ展開 

本県としてこれから大事にしたい考え方 
※ 本県として大事にしたい考え方（姿勢）を示す。 

○多様性の尊重 
○多様な特性をつなぐことによる新たな価値の創造 
○豊かな自然に包まれたゆとりあるライフスタイルの深化 
○地元資源の再認識・誇りの醸成・磨き上げ 
○自己実現とチャレンジ 
○次の世代につないでいくことの意識 



上

中

下 ◎総合計画審議会

上

中 第１回総合計画策定検討部会

下

上

中

下

上
７日
８日

ふくしまの未来を考えるシンポジウム（郡山会場）
ふくしまの未来を考えるシンポジウム（会津若松会場）

中 15日 ふくしまの未来を考えるシンポジウム（いわき会場）

下 29日 第２回総合計画策定検討部会

上
２日
３日
５日

地域別懇談会（県北地域、県中・県南地域）
地域別懇談会（会津・南会津地域）
地域別懇談会（相双・いわき地域）

中 13日 ◎総合計画審議会

下

上

中

下 第３回総合計画策定検討部会 小中学生作文コンクール表彰

上

中

下

上

中 第４回総合計画策定検討部会
下

上

中

下

上

中 第５回計画策定検討部会
下 ◎総合計画審議会
上

中

下

上

中

下

上

中 第６回計画策定検討部会
下 ◎総合計画審議会
上

中

下 １２月議会に提案
上 １２月議会
中

下
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県民意見の反映旬 日 総合計画審議会開催予定

総合計画審議会の今後の審議スケジュール（案）
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パブリックコメント
地域懇談会
市町村意見照会

各
市
町
村
長
と
知
事
と
の

意
見
交
換
会

新しい総合計画策定諮問

総合計画策定検討部会設

新しい総合計画策定諮問

計画フレーム審議

将来展望（特性・時代潮流）素案審

議

将来展望（特性・時代潮流）

審議

高
校
生
ア

ン
ケ
ー
ト

調
査

大
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

小
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

委員改選

部会中間報告

将来像審議

政策分野審議

重点施策審議

指標審議

中間整理案審議

中間整理案審議

答申案審議

答申案審議




